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公文書館に係る検討について 
 

１ 視察報告   

(1) 佐賀県公文書館（県庁併設型） 

視察日：平成２５年１０月１０日 

(2) 栃木県立文書館（県庁併設型） 

視察日：平成２５年１１月１３日 
 

・ 県庁併設型の公文書館（島根県・佐賀県・栃木県）と熊本県を比較すると、書架

延長については同等と判断できるが、文書の保存管理については、先行公文書館が

より適切に実施している点が多く見られた。 

・ 人的資源（先行公文書館より担当職員が少ない。）及び収蔵文書（先行公文書館

より収蔵数が少ない。）に係る課題は第２回管理委員会報告のとおり。 

 

２ 公文書のメンテナンスに係る研修報告   

(1) 熊本県立図書館 

受講日：平成２５年１０月１７日 

(2) 天草市立天草アーカイブズ 

受講日：平成２５年１０月１８日 
 
【受講結果】 

紙は保存環境が悪化（温湿度の大きな変動や埃・カビ・害虫など汚染物質の存在）す

ると、劣化がより進行するため、文書の保存管理においては保存環境の整備（環境管理

と保護措置）が重要であるとの見解。（両館共通） 

保護措置については、直接空気に触れることがないよう保存箱に収納して劣化の進行

を抑制するとともに、破損汚損等が著しい場合には最低限の修復措置や代替化（写しの

作成等）を行っている。 

 

３ 今年度中に実施する取組   

 (1) 特定歴史公文書専用書庫の設置 

特定歴史公文書の保存環境向上が重要であると考えられるため、県庁本館地下１階

の文書倉庫のうち１号及び２号書庫を特定歴史公文書専用書庫とし、暫定的に分散配

置していた特定歴史公文書（1,461 冊）を集約する。 

（別紙２「文書倉庫配置図」参照） 

併せて、１号及び２号書庫の大規模な清掃を実施するとともに、書庫扉については

和紙等で目張りし、汚染物質の進入防止を図る。 

これらは、平成２５年１２月中に完了予定。 

専用書庫の設置により、書架延長約９５０ｍ（約 9,500 冊分に相当）が確保される。 

現在、移管済みの特定歴史公文書及び平成 25 年度末移管予定分（約 3,000～4,000

冊）を収蔵してもなお約４００ｍは収蔵可能となることが見込まれる。 

資料３ 

別紙１「公文書館機能比較表」参照 
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また、専用書庫は書庫管理職員（非常勤嘱託）の執務室の隣室となるため、入室管

理の徹底が図られ、今後燻蒸を実施する際の効率化も期待できる。 

 

(2) 行政資料の保管の推進 

行政文書等管理委員会及び有識者（九州大学 三輪教授）の意見を踏まえ、行政資料

〔県が作成し、又は取得した研究書、報告書、統計資料、広報紙、パンフレット（公

表を目的としたものに限り、市販されているものを除く）〕の適切な保管体制の構築

を図る。 

県の各所属が作成する行政資料は、県政情報文書課が定める「情報提供推進要項」

の規定により県政情報文書課に送付され、一定期間「情報プラザ」に配架される。 

一方、当該行政資料は作成所属において、バックナンバーも含め保管されるべきで

あることから、各所属に対し、行政資料に係る県政情報文書課への送付の徹底及び各

所属における適切な保管について、改めて依頼する。 

また、必要に応じて現配架資料・各所属保管資料に係る状況調査（冊数、ファイル

メーター等）を行うことも検討する。 

 

 

 

 

 

【情報提供推進要項概要】 
（情報プラザの設置） 

本庁における情報公開の総合窓口及び情報提供に関する事務の一元化を図るため、県庁新
館１階に「情報プラザ」を設置する。 

 
（行政資料による情報提供） 

行政資料については、情報プラザ内に配架し、一般に情報提供する。 
 
（情報提供の方法） 

１ 閲覧 
２ 写しの交付 
３ 有償頒布 

 
（行政資料発行者等情報の印刷） 

各課等の長は、行政資料の印刷に当たっては、以下の情報を原則として資料裏表紙に印刷
するものとする。 

 
 
 
 
 
（行政資料の送付及び作成報告） 

各課等の長は、行政資料を作成したときは、速やかに以下のものを県政情報文書課長に提
出するものとする。 

１ 行政資料１０部 
２ 行政資料作成報告 

 
（行政資料の管理） 

県政情報文書課長は、行政資料作成報告をとりまとめ、熊本県ホームページに掲載する。
【情報プラザ 配架資料目録】 

 
（行政資料の送付） 

県政情報文書課長は、提出された行政資料を次の箇所に送付する。 
・国立国会図書館 ５部  ・情報プラザ ２部 
・県立図書館   ２部  ・議会図書室 １部 

発 行 者：熊本県 
所  属：(所属名) 
発行年度：(年度) 



公文書館機能比較表 別 紙 １

公文書館等名

1 公文書館設置に至る
    経緯

S51.5 「大阪市文書保存研究会」設置 H5 総務課単独で公文書館整備に
係る報告書をまとめる

H22.3 S48.5 第5回栃木県県史編さん委員会
で文書館建設要望がなされる

H23.3 「熊本県行政文書等の管理に
関する条例」公布

S52.3 「大阪市文書保存研究会」公文
書館の必要性を報告

H9 関係部局で公文書館整備に係
る報告書をまとめる

S55.4 新長期総合計画に文書館整備
が位置付けられる

H24.4 「熊本県行政文書等の管理に
関する条例」施行

S57.10 「大阪市公文書館研究会」設置 H21.10 「公文書に関する庁内研究会」
設置

H22.7 全庁的ワーキンググループで公
文書館の設置検討を始める

S55.7 庁内に「県立文書館基本構想
策定委員会」設置

H25.7 特定歴史公文書利用制度開始

S59.5 「大阪市公文書館研究会」報告
をまとめる

H23.3 「島根県公文書等の管理に関す
る条例」公布

H23.3 ワーキンググループにおける検
討結果がまとまる

S59.4 総務課内に「文書館開設準備
班」を設置

S62.4 公文書館建設工事着手 H23.11 「島根県公文書等の管理に関す
る条例」全面施行

H24.3 「佐賀県公文書館条例」公布 S61.1 県庁東館（現南館）竣工

S63.4 「大阪市公文書館条例」公布 「島根県公文書センター」開所 H24.4 「佐賀県公文書館」開館 S61.3 「栃木県立文書館条例」公布

S63.7 「大阪市公文書館」開館 S61.10 「栃木県立文書館」開館

2 設置に係る費用

3 年間運営経費

4 職員配置
（平成25年4月1日現在）

5 収蔵文書(公文書)数

（平成25年4月1日現在） 明治 　２，５１８冊（1.9％） 明治～昭和初期 ２，２６５冊
（40.4％）

大正　　　　　　　　 　　　１２冊
（0.8％）大正 　３，１６３冊（2.4％） 昭和25年前後　  ３，３４４冊

（59.6％）
昭和19年度以前　　　　３０冊
（2.1％）昭和 ９３，２２６冊（71.3％） 昭和20年度以降　１，４１９冊
（97.1％）平成 ３１，９２２冊（24.4％）

6 その他収蔵文書

7 延床面積

8 書架延長

9 特定歴史公文書利用
請求数（H24年度）※取
下げ含む

10 保存管理のあり方
（ 湿度管理、保存箱 の整
備、カビ対策、汚損文書の
補修等）

９人

５，６０９冊

　館長　１
　館長補佐　２
　指導主事　３
　古文書専門員　２（非常勤学芸員）
　行政事務嘱託員　２(非常勤)
　臨時補助員　１

－８１冊

１，４６１冊

１，３７６．５５㎡（文書倉庫面積）
（B1F　590.4㎡、B2F　786.15㎡）

約９．６ｋｍ（現用文書含む）

４６，２４７冊（現用含む）

２９０，６３８冊（古文書）
　　８，５５１冊（行政刊行物）

・終日空調（28℃、湿度調整なし）

・中性紙保存箱で保存（収蔵文書全て）
・カビ対策は特段行っていない

・空調なし
・湿度調整あり（湿度45～55％）
・保存箱なし
・カビ対策は特段行っていない
・汚損文書の補修は特段行っていない
・燻蒸は年に1回書庫全体について実施

３５２冊

約２５ｋｍ

２，２８９㎡

約３ｋｍ

３，４９８㎡

・空調なし、湿度調整あり（湿度60％以
下）

・中性紙保存箱の整備状況は全体の2
割程度
・カビ対策は特段行っていない
・燻蒸は実施していない

大阪市公文書館 島根県公文書センター 熊本県【参考】

１８冊

－

９，２７９冊（行政刊行物） なし なし

約１０６万円（除湿機賃借料）

３人

・終日空調（20℃、湿度50％）

・中性紙保存箱又は保存袋で保存
・カビ等対策として年2回書庫の大規模
清掃を実施するとともに週1回の簡易清
掃を実施
・燻蒸は館内の燻蒸室で古文書につい
て年間4回実施

栃木県立文書館

約２０億円（用地費抜き）

約２，７９０万円（人件費込み）
　文書館運営費：２，０２４万円
　史料所在調査費：７６４万円

１１人

年代別の集計を行っていない。
また、非現用文書については、
特定歴史公文書の利用制度が
未整備であり公開していない。

佐賀県公文書館

特段の予算措置なし

約１，１６０万円（人件費込み）
　人件費：４１５万円
　歴史公文書ＰＤＦ経費：６２９万円

６人

約５．５ｋｍ

－
(特定歴史公文書の利用制度未整備)

※熊本県は平成25年8月1
日現在

｢文書館をつくる会」から県知事
に対して、公文書館設立を求め
る要望書が提出される

古いものは明治初期からある
が、年代別の集計を行っていな
い。

１３，２８４冊

約１２億円（用地費抜き）

約３６００万円（人件費込み）
電気代だけで年間９００万円

９人

１３０，８２９冊

約４６００万円（改修工事費等）

不明（県庁総務課と共同予算のため）

　担当補佐　１（県政情報文書課）
　担当　２（県政情報文書課）

　館長　１
　担当係長　２
　次席調査員　１
　調査員　５
　〔うちアーキビスト２（非常勤）〕

　所長　１（総務課兼務）
　担当　３（総務課兼務）
　嘱託　５（うち県庁ＯＢ２）

　館長　１（法務課長兼務）
　担当係長　１
　(情報公開・文書担当係長兼務)
　主査　１（再任用）
　非常勤嘱託　２（学芸員ではない）
　※上記と別に県立図書館資料課長
　　 兼務 　１

なし

３５０㎡(書庫)

約４．８ｋｍ

・終日空調（22℃、湿度55～60％）

・桐箱又は中性紙保存箱で保存
・カビ対策は特段行っていない
・汚損文書の補修としては利用請求が
あった時点で、でき得る簡易な措置のみ
・燻蒸は予算の範囲内で分割して実施

１，８０２㎡




